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私たちの手で、三宅島にもっと緑を！ 

校庭に植えられたビオラ 

一本ずつ丁寧に植えます 

交流会で溶岩鉢に挑戦 

反省会の様子 

『三宅島緑化ボランティア活動』は、2000 年の三宅島噴火後、本土

に避難していた三宅高校の生徒・教員と都立園芸高校との交流が始ま

ったのをきっかけに、平成17年度から始まりました。噴火で失われた

三宅島の緑を増やそうと、園芸高校の生徒が2泊 3日の日程で、植林・

植栽・野菜の植え付け等の様々な活動に取り組むものです。今回からは、

このプロジェクトに参加した他の農業系の高校の生徒や大学生も参加

することになりました。 

島の人と一緒に、タマネギの植え付けを 
今回は、園芸高校から 36名、瑞穂農芸高校、農産高校、農芸高校か

ら計16名の高校生、武蔵工業大学、日本大学から22名の大学生、その

他大学教授や教員、NPO関係者等、

総勢 100名が参加しました。島では

グループに分かれ、園芸高校で栽培

した、ビオラ 4千鉢を三宅小学校中

学校・三宅高校花壇へ、タマネギの

苗3万本は島の農家の方と一緒に各

農家の畑に植えました。 

各グループともリーダーの高校

生を中心に、とても熱心に作業に取り組んでいました。島民の方々か

らも「本当にありがたい」と感謝の声を数多くいただきました。終了後

の反省会も高校生の運営によって進められ、自分自身の活動に対して

の振り返り、次回へ向けての課題など、活発な意見交換がなされました。

また、2日目の夜に小学校の体育館で行われた島民の方との交流会では、

多くの高校生が参加し、溶岩鉢作りにチャレンジしたり、お土産を買

ったりして、交流を深めていました。参加した高校生・大学生にとって

は、多くの人とかかわる中で、新しい世界に触れ、自分自身のものの考

え方や視野が広がった、本当に貴重な体験となりました。 

参加できない生徒の思いも一緒に！ 
「私たちは、今回参加できませんが、

どうか、私たちの分まで頑張ってき

てください！」 

都立園芸高校で行われた事前研

修会での、3年生から下級生に向け

られた言葉です。進路の準備等で今

回は参加できないにもかかわらず、

多くの 3年生が出席し、励ましの言

葉を次々にかけてくれました。下級生はそれを真剣な顔で受け止めて

いました。皆の心が一つになっていることを実感しました。 

参加した高校生・大学生の感想を御紹介します。 
（園芸高校2年生） 
「私は今回中学校班のリーダーと

して参加しました。リーダーは初め

ての経験だったので、緊張することや、

うまくまとめられないこともありま

したが、自分を成長させるいい機会

になったと思います。中学校では花

壇にビオラを植える作業を行いまし

た。予想以上に土は固く、植える穴を開けるだけでも、かなり苦労しま

したが、みんなで協力し、きれいな花壇を作ることができました。大変

なこともありましたが、中学校の方に喜んでいただけてとてもうれし

く思いました。ただ、残念なのは作業するのが精一杯で、他校やNPO

の方、三宅島の方々との交流があまりできなかったことです。ぜひ、次

回の三宅島プロジェクトにも参加し、今度はいろいろな人と交流を深

めていけたらと思います。」 

（大学生） 
「参加した皆さんがとてもフレン

ドリーに接してくれ、快く交流の輪

を広げられた点がとてもよかった。

世代を超え皆がお互いに協力できた

ことは、非常に大切だと感じた。そ

して三宅島に住む農家の方たちが温

かく迎えてくれて親切にしてくださ

ったことに感動すると同時に、火山活動の盛んなこの三宅島で生きる

たくましさに感銘を受けた。今回のこの活動が大変意義のあるものに

なり、お世話になった方々に心から感謝しています。ありがとうござ

いました！ 

次回の活動もぜひ参加したい。世代、年齢を超えて、たくさんの方

と交流でき、実体験や作業を通して得るものもあります。火山活動に

よって色々なことを学ぶことのできるこの三宅島での活動は、普段体

験することのない大変貴重なものであると思います。この活動に参加

することによって、自分が感じたことを多くの人に伝えていけたらい

いと思います。」 

NPOを中心に、都立高校、大学、企業、行政など
多様な団体が連携 
この活動は、NPO法人「園芸アグリセンター」が中心となり、園芸高

校や三宅高校、大学、企業、さらに東京都地域教育力再生プラン運営協

議会（事務局：東京都教育庁生涯学習スポーツ部社会教育課内）と連携

し、実施されています。様々な立場の団体が、それぞれの役割をしっか

りとこなすとともに、お互いの立場を尊重し、協力体制を作り上げる

ことで、この大きなプロジェクトが出来上がったのです。 

NPO法人「園芸アグリセンター」 
理事長の宗村秀夫さんにお話を伺いました。 
「この活動を通して感じるのは、一人の力は小さく

ても、大勢の参加を得ることによって大きな力にな

るということです。そして、将来の日本を背負う、高

校生や大学生の若者たちがこうした地道な行動をして、汗を流してい

る姿を見ることで、私たちが忘れかけていたものを呼び戻してくれる

ということです。参加した高校生、大学生は本当に熱心に取り組んで

くれました。特にリーダーとなった高校生は自覚と責任をもって取り

組み、それを見ていた他の生徒からは、反省会で、『次は、自分もリー

ダーとして頑張りたい』という感想を聞くことができました。各学年

が強い信頼関係で結ばれているのは素晴らしいことです。この子たち

の5年後、10年後が本当に楽しみです。この活動に当たっては、園芸

高校の理解と協力をいただけたことが本当に大きいです。小川校長先

生をはじめとする、園芸高校の皆さんに感謝しています。」 

三宅島の人たちは現在も、大変厳しい条件の中で生活しています。

樹木が元どおりに回復するまでには、100年以上の活動が必要である

とも言われています。それだけに、このような息の長い活動が、これか

らも続くとともに、一人でも多くの若者たちが、このような体験を通

して、人間として大きく成長していくことを期待します。 

 

「すごい！」子どもたちから、驚きの声が上がりました。教室のスクリーンには、これ

までの図工の授業で子どもたちが表現してきた「かしの木の上の教室」が、コンピュータ・

グラフィック（以下「CG」という。）によって、見事に映し出されています。子どもたち

の目が釘付けになりました。　 

世田谷区立桜小学校の校庭には、都の文化財にも指定されている大きなかしの木があ

ります。子どもなら、10人以上は楽に登ることができるくらい大きな木です。そこで、

展覧会にむけて3年生が、図工の時間に「かしの木の上に教室を創るとしたら、どんな教

室がいいか」というテーマで、絵や粘土を使って表現することになりました。さらに、そ

の子どもたちのイメージを、この地域にある日本大学文理学部の情報システム解析学科

4年で、夜久研究室の呉羽さん、鈴木さん、岸良さん、山澤さんの4人が、CGを使って立

体化したのです。 

CGを使って授業を行った、4人にお話を伺いました。 

「このお話を聞いたときは、とてもいいことだと思い、

学生たちに話をしました。このようなボランティア活動

に取り組むことは、大学生にとっても、大変に有意義な

ことだと考えています。これからも機会があれば、学生

たちには、どんどん参加してほしいと思っています。」 

4人が所属する研究室の、
 や   く   

夜久竹夫 教授にお話を伺いました。 

『最初は、正直、できるかなと思いました。』 

『子どもたちと接する中で、自分たちが忘れていたものを思い出す。』 

この授業を行うことになったきっ

かけは、昨年7月に行われた、日本大

学のオープンキャンパスに先立って

開催された「実験フェア」で、4人が

所属している研究室が、CGでアニ

メーションプログラムの展示を行っ

たことです。この展示会場には体験

コーナーもあり、たくさんの小学生

が集まっていました。この様子を見た、

学校支援コーディネーターが、かね

てから、CGを授業で活用すること

はできないだろうか、と考えていた

桜小学校の図工の先生に相談し、夜

久教授に正式に依頼に行ったことで、

授業が実現することになったのです。 

このように、コーディネーターの

働きによって、小学校と大学が連携

することで、地域の特性を生かした

取組が可能になります。今回の活動は、

小学生にも大学生にも、貴重で有意

義な体験になりました。皆さんの地

域でも、このような取組を広げてみ

てはいかがでしょうか。 

日本大学文理学部情報システム解析学科4年 

夜久研究室（
 や　 く  

夜久　竹夫教授） 

呉羽　彬さん・鈴木　将功さん 

岸良　智さん・山澤　聡さん 

子どもたちが創った作品がCGになった！ 『三宅島緑化ボランティア活動』 

全景です。 

木には梯子がか

かっています。 

空には飛行機が。 

ズームしていく

と… 

教室の中です。 

右の円の中には、

どの方向からで

も観る事ができ

る未来型テレビ

があります。 
◎話を聞いたときは、どんなことを考えましたか？ 

「自分たちの技術を生かすことができそうなので、面白そう

だな、と思いましたが、その一方で、小学校の授業に参加するの

は初めての経験だったので、始めはまったく感覚が分かりませ

んでした。正直、できるかな、という思いと、自分たちのやっていることが、小学生に分かって

もらえるのかなという不安はありました。」 

 

◎実際に授業に参加し、子どもと接していく中で、その思いは変わっていきましたか？ 

「展覧会当日までに、2度ほど学校を訪問し、授業に参加して子どもたちが実際に絵を描いて

いるところや、完成した作品の発表をしている場面を見せてもらいました。初めて学校に行った

ときは、少し抵抗感があったのですが、子どもたちがすぐになついてくれたので、楽しくなりま

した。驚かされたのは、子どもたちの想像力がとても豊かだということです。自分たちでは考え

つかないようなアイデアをどんどん出してくれます。とにかく、子どもたちの熱意と気力がすご

く伝わってきました。また、自由で素直に生きているという感じがして、今の自分たちが忘れて

いるもの、でも忘れてはいけないものを思い出すことができました。」 

呉羽さん（左）と鈴木さん 呉羽さん（左）と鈴木さん 

『自分も楽しみながら活動を。』 

◎このような形で子どもたちとかかわってみて、 

感じたことはありますか？ 

「子どもたちが、私たちが創ったCGを夢中になって見てくれ

て、すごく喜んでくれた場面を見ることができて、やってよか

ったなと思いました。いままで、小学生とこのような形でかかわったことがなかったので、とて

もいい経験になりました。取り組んでいくうちに、自分たちもとても楽しくなりました。このよ

うな活動は、楽しみながらやったほうがいいと思います。機会があれば、またやってみたいと感

じました。」 

岸良さん（左）と山澤さん 岸良さん（左）と山澤さん 

学校外部にある教育力を学校内外の

教育活動に効果的に導入するために、学

校と外部をつなぐ役割を果たしています。

学校内にコーディネーターがいることで、

教員はコーディネーターとともに授業

を組み立て、実践に臨むことができます。

コーディネーターが、
大学と小学校を結びつける

?コーディネーターとは
（地域によって名称は異なります） 
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NPO法人「園芸アグリセンター」（平成16年1月にNPO法人として認定） 

三宅島に緑を取り戻そうと、都立園芸高校の卒業生たちが中

心となり、植林作業などを進めるNPO法人を結成。三宅島の緑

化及び災害復興支援の他にも、学校や公園の清掃活動などの社

会教育推進事業、海外からの視察団との交流会等の国際理解事

業、テニス等を対象にした技術講習会、大会等の開催を通した

子どもの育成支援事業等、幅広い活動に取り組んでいる。 


